




 
 
 

ほ 

ぼうもんちょう 坊門町 郁文 

ぼうもんなかのちょう 坊門中之町 梅逕 

ぼくみかなぶつちょう 卜味金仏町 醒泉 

ほねやちょう 
（諏訪町／高辻通）骨屋町 成徳 

（六条通）骨屋町 稚松 

ほりづめちょう 堀詰町 皆山 

ほりのうちちょう 堀之内町 成徳 

 ほりのがみちょう 堀之上町 淳風 

ほんがくじまえちょう 本覚寺前町 有隣 

ほんとうろうちょう 本燈籠町 有隣 

ほんりゅうすいちょう 本柳水町 格致 
ま 

 まおやちょう 真苧屋町 皆山 

ますやちょう 
升屋町 稚松 

桝屋町 開智 

まつかわちょう 松川町 永松 

まつばらなかのちょう 松原中之町 有隣 

まつもとちょう 
（猪熊通）松本町 郁文 

（岩上通）松本町 梅逕 

まつやちょう 松屋町 尚徳 

まりこうじちょう 万里小路町 豊園 

まるやちょう 

（綾小路／猪熊／黒門） 

丸屋町 
郁文 

（御幸町通綾小路） 

丸屋町 
開智 

（西中筋通北小路）丸屋町 植柳 

まんじゅうじちょう 万寿寺町 有隣 

まんじゅうじなかのちょう 万寿寺中之町 有隣 
み 

みえいどうちょう 御影堂町 菊浜 

みかげちょう 御影町 成徳 

 みかげどうまえちょう 御影堂前町 有隣 

 みかたこんやちょう 御方紺屋町 安寧 

 みなみえびすちょう 南夷町 梅逕 

 みなみきょうごくちょう 南京極町 菊浜 

 みなみはしづめちょう 南橋詰町 菊浜 

 みなみふどんどうちょう 南不動堂町 安寧 

 みなみまち 南町 安寧 

 みなみもんぜんちょう 南門前町 淳風 

 みなみやおやちょう 南八百屋町 安寧 

 みのやちょう 美濃屋町 永松 

 みょうでんじちょう 妙伝寺町 格致 

 みょうまんじちょう 妙満寺町 郁文 

も 

 もとあくおうじちょう 元悪王子町 豊園 

 もとかみしんめいちょう 本上神明町 有隣 

 もとしおがまちょう 本塩竈町 稚松 

 もとしんめいちょう 本神明町 有隣 

 もとりょうがえちょう 元両替町 修徳 

 もみじちょう 紅葉町 植柳 

 もんがくちょう 文覚町 植柳 

 もんぜんちょう 門前町 植柳 

や 

 やおやちょう 

（七条／下魚棚）八百屋町 安寧 

（西洞院／楊梅通）八百屋町 尚徳 

（室町／六条）八百屋町 稚松 

 やかたちょう 屋形町 崇仁 

 やくえんちょう 薬園町 淳風 

 やくしまえちょう 薬師前町 成徳 

 やだちょう 矢田町 成徳 

 やつやなぎちょう 八ツ柳町 菊浜 

 やなぎちょう 柳町 植柳 
 
 

やぶしたちょう 藪下町 修徳 

やぶのうちちょう 藪之内町 淳風 

やまかわちょう 山川町 植柳 

やわたちょう 八幡町 醒泉 

ゆ 

ゆうがおちょう 夕顔町 豊園 

よ 

ようほうじちょう 要法寺町 格致 

よこすわんちょう 横諏訪町 尚徳 

よしみずちょう 

（西堀川／東堀川／仏光寺） 

吉水町 
格致 

（不明門通）吉水町 修徳 

よろずやちょう 万屋町 皆山 

ら 

らいこうどうちょう 来迎堂町 郁文 

わ 

わかまつちょう 若松町 稚松 

わかみやちょう 

（七条他）若宮町 菊浜 

（新花屋町通）若宮町 植柳 

（上ノ口通）若宮町 稚松 

 わきちょう 和気町 大内 

 
 
 

学区の読み方と担当包括 
 

皆山 かいざん 東部 

菊浜 きくはま 東部 

崇仁 すうじん 東部 

稚松 わかまつ 東部 

安寧 あんねい 中部 

格致 かくち 中部 

植柳 しょくりゅう 中部 

醒泉 せいせん 中部 

梅逕 ばいけい 中部 

開智 かいち 修徳 

修徳 しゅうとく 修徳 

尚徳 しょうとく 修徳 

成徳 せいとく 修徳 

永松 ながまつ 修徳 

豊園 ほうえん 修徳 

有隣 ゆうりん 修徳 

郁文 いくぶん 島原 

光徳 こうとく 島原 

七条第三（七三） しちじょうだいさん 島原 

淳風 じゅんぷう 島原 

大内 おおうち 西部 

七条 しちじょう 西部 

西大路 にしおおじ 西部 

 

下京区学区引き町名五十音索引③ 
 

下京区の基本データ  

下京区南部の両本願寺周辺は、京扇子、京人形、京仏壇、京仏具店等の伝統産業

が多く、中心部の室町通周辺には繊維呉服卸等が集中し、北西部には友禅関連業

種が多く存在しています。北部の烏丸通、四条通近辺には銀行、証券会社等の金融

機関が多く、百貨店・商店等のビルが立ち並び、都心の繁華街を形成しています。 

東部地域の高瀬川沿いには飲食店等が軒を並べ、西部地域には中央卸売市場が

あり、市民の台所として活況を呈しています。 

下京区は京都盆地のほぼ中央に位置し、東に鴨川・高瀬川、西に西高瀬川が、それ

ぞれ南北に貫流し、山及び丘陵地はなく平坦地で、農地や緑地はごくわずかしか存在

せず、大半が市街地です。 

面積： ６ ． ７ ８ 平方㎞ 

 

世帯数： ５ ０ ， ３ ６ １ 世帯 

人口： ８ ３ ， ３ ５ ９ 人 

    （ 男： ３ ８ ， ４ ４ １ 人）  

（ 女： ４ ４ ， ９ １ ８ 人）  

人口密度 

１ 平方㎞あたり 約１ ２ ， ２ ９ ４ 人 
 

                          （ ※令和６ 年２ 月のデータ より ）  

 

下京区の特徴 

下京区には東西に両本願寺をはじめ、仏光寺、渉成園等の名刹が多く、島原角屋等の史

跡、祇園祭に関係する山鉾等、文化財も多く見られます。さらに、国際文化観光都市の玄

関であるＪＲ京都駅をはじめ、市営地下鉄・阪急・近鉄・京福電車等の各ターミナルがあり、

梅小路公園に京都水族館、京都鉄道博物館がオープンしています。 

平成 31 年にはＪＲ嵯峨野線に「梅小路京都西駅」が開業し、多くの観光客や修学旅行生

で賑わっています。ＪＲ京都駅ビル内には美術館、シアター、室町小路広場等があり、市民

の憩いの広場となっています。 

文化観光 

自然環境 

２０ ２１ 

産業 


